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２０２１年度年間テーマ：「光の子として歩もう！～イエスさま 来てください～」 

テーマ曲：ワワワいっしょに（９２番） 

暗唱聖句：「私たちの助けは 天地を造られた主の御名にある。」             詩編 １２４編８節 

１０、ことりたちは（こどもさんびかをお用いください） 

おいのり 礼拝に招かれたことを感謝しましょう 

せいしょ  使徒言行録 ２章４２節 

 

彼らは、使徒の教え、相互の交わり、パンを裂くこと、祈ることに熱心であった。 

おはなし 「神さまの恵みの食卓…聖餐（せいさん）」    星野房子先生 

 

 先週は、洗礼について聖書からのお話を聞いたと思います。教会には、もう一つ目に見えるしる

しがあります。それは「聖さん式」です。聖さん式の「さん」の漢字の意味は「食べる、食事をする」

という意味です。「聖さん式」をそのまま訳すと聖いお食事会になるかと思います。でもこれは単な

るお食事会ではないのです。洗礼を受けた人、自分の口で信仰を告白した人だけがあずかれるのが

「聖さん式」です。コロナウイルスという疫病のために、今は教会では聖さん式をしていません。少

し大きなお友達は、教会で「聖さん式」を見たことを覚えているかと思います。 

 

牧師先生が聖書のみ言葉を読んでお祈りした後、みんなに見えるようにパンを上にあげて、「取って

食べよ。これはあなたがたのために裂かれたわたしの体である。わたしを記念するため、このよう

に行いなさい。」と言われます。パンは私たちの罪ために十字架で裂かれたイエスさまの体だって言

っています。そして大人の人たちは配られたパンを食べています。また「この杯（さかづき）は、罪

の許しを得させるように、多くの人のために流す私の血でたてられた、新しい契約である。皆この

杯（さかづき）から飲め。」と言われて、小さなカップに入ったぶどうジュースを飲みます。そして

十字架で流されたイエスさまの血を思い出すのです。わたしたちの罪のゆるしと、永遠の命をいた

だいているのです。今も生きておられる復活のイエスさまに出会う恵みを思い起こす時です。「聖さ

ん式」では、イエスさまの十字架の死と復活、神さまの恵みと感謝を覚える時なのです。 

 

「聖さん式」は、教会のみんなとの交わりの中心です。教会はイエスさまがいつも中心にいてくだ

さる交わりです。そして神さまの恵みを分かち合いながら、キリストの体である教会の仲間になり

ます。「聖さん式」は、目に見えない神さまの恵みを、見えるものを通して私たちに生き生きと教え

るために、神さまがお決めになったことです。洗礼を受けた人、信仰告白をした人は神さまの子供



として誕生します。そして「聖さん式」にあずかりながら神さまの子どもとして成長していきます。

洗礼を受けてからも、み言葉を共に聞き続け、教会の人たちと一緒に「聖さん式」にあずかります。

そしてイエスさまの十字架と復活の恵みを思い起こし、イエスさまに結ばれて成長していきます。

洗礼式は、一回だけですが、「聖さん式は」何回も繰り返して行われます。今は天におられるイエス

さまが、再びこの地上に来られる時まで続けられます。 

 

クリスマス礼拝では、上福岡教会で久しぶりに「聖さん式」行われます。みんなも一緒に礼拝をささ

げて、「聖さん式」を目で見て参加してください。みんながもう少し大きくなって、自分の口で信仰

を告白する時、洗礼を受ける時がくることを願っています。罪からの救い、恵みの食卓。「聖さん式」

でパンとぶどうジュースをみんなと一緒にいただける感謝の日が楽しみです。その日が早く来るよ

うにお祈りしています。 

 

 

子どもカテキズム 

問 74 聖餐とは何ですか。 

 答 イエスさまの言われた通りに、 

     パンとぶどうジュースを用いて、十字架で裂かれたキリストのお体 

     と流された血を覚え、信じる者と共におられるキリストを覚え、再び来られるキリスト

を覚えるための礼典です。 

   これによって、 

イエスさまとの交わりが深められます。 

 

問 75 赤ちゃんは聖餐にあずかれますか。 

 答 いいえ、 

自分で信仰を告白するまではあずかれません。 

   洗礼を施されていない人や、 

教会が受けてはいけないと決めた人もあずかれません。 

   私たちは、一日も早く、 

救いの喜び、聖餐の祝いにあずかることができるよう、 

聖霊のお働きを求めるものです。 

 

 ⁂ 小さなお子さまには、話の内容等をわかりやすく、年齢に合わせて嚙み砕いてお話くださいます

ようお願い致します。 

（けんきん）会堂 2 階掲示板下の机に献金箱を設置しました。 

おいでの際におささげください。 

 

７１、主イエスと共に（こどもさんびかをお用いください） 


